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▲史さちとり重い0人 “手Ⅲtち

水 回 農 宏 の 皆 さ ん !
自 裕 率 向 上 の た め の 前 しい
農 配 に 参 anし ま し ょう 。

戸剛所得補償制度のR
4同がらス

自給イ向上のポイントとなるえ 大 , X粉 川米 側 ll‖J米などについて シ ンブルで分か

りやすいlJ成体系の下に生唐拡大を促す対策 (水回利活用自拾力向上事業)と  本 田快業の在

十安定を図るために lB常 的に赤字に陥っている米に対して補てんする対策 〈米戸別所得補償

モデル事業)力iセットで行わ甘1ます

水田利活用自拾方向上事業

白綸4向 にのために水出で表 大 , 米 tr川米 F llH,]米などを生産する販売農家 “ 落甘

模のキさんに 11食 用米と同牛の所件と確保てきる水4の 支拒カイ子わオ1ます

米戸別所得補償モデル事業

自lHキ向上のための景境整備を図るために 米 の生産次呈‖単に従つて生産するFF売農家

朱落宮建のIHLさんに対して 十 食用米の作付市積10アール当た 01万 5「円を定額女付します

米の1 8Fvが下洋 した場合には 迫 加の柿てんも行われます


